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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月4日(2018.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レーザー光を透過させる材質で形成され、未硬化の樹脂複合材料の表面に圧接されて該
樹脂複合材料を加圧する加圧体と、
　前記加圧体を通して未硬化の前記樹脂複合材料に前記レーザー光を照射し、前記樹脂複
合材料を加熱するレーザー光供給部と、
を具備することを特徴とする樹脂複合材料の硬化装置。
【請求項２】
　前記加圧体の材質は石英ガラスである請求項１に記載の樹脂複合材料の硬化装置。
【請求項３】
　前記レーザー光供給部から供給される前記レーザー光の照射位置を前記加圧体による加
圧範囲の中で移動させる照射位置調整部をさらに備えた請求項１または２に記載の樹脂複
合材料の硬化装置。
【請求項４】
　前記レーザー光供給部は、光ファイバーによって前記樹脂複合材料に前記レーザー光を
供給する請求項１から３のいずれかに記載の樹脂複合材料の硬化装置。
【請求項５】
　前記レーザー光供給部は、複数の光ファイバーによって前記樹脂複合材料に前記レーザ
ー光を供給し、
　前記照射位置調整部は、複数の前記光ファイバーのうちのいずれかを選択して前記レー
ザー光を供給可能である請求項３に記載の樹脂複合材料の硬化装置。
【請求項６】
　前記光ファイバーは、前記加圧体に形成されたファイバー挿入孔に挿入され、前記ファ
イバー挿入孔は、前記加圧体の加圧面よりも手前で閉塞している請求項４または５に記載
の樹脂複合材料の硬化装置。
【請求項７】
　前記加圧体は、複数の加圧子が隣接して構成されており、
　前記複数の加圧子は互いに独立的に前記樹脂複合材料の表面に圧接・離脱可能であり、
　各々の前記加圧子にそれぞれ独立的に前記レーザー光供給部から前記レーザー光が供給
される請求項１から６のいずれかに記載の樹脂複合材料の硬化装置。
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【請求項８】
　前記加圧体の加圧面は、前記樹脂複合材料の表面に圧接されながら該表面上を転動可能
な形状であり、
　前記加圧面における前記樹脂複合材料の表面に圧接されている範囲に前記レーザー光供
給部から前記レーザー光を照射する請求項１から６のいずれかに記載の樹脂複合材料の硬
化装置。
【請求項９】
　レーザー光を透過する材質で形成された加圧体を未硬化の樹脂複合材料の表面に圧接し
て該表面を加圧する加圧ステップと、
　前記加圧体を通して未硬化の前記樹脂複合材料に前記レーザー光を照射し、前記樹脂複
合材料を加熱するレーザー光照射ステップと、
を具備することを特徴とする樹脂複合材料の硬化方法。
【請求項１０】
　前記レーザー光照射ステップでは、前記レーザー光の照射位置を、前記加圧体による加
圧範囲の一点から、その周辺部に向かって拡張させる請求項９に記載の樹脂複合材料の硬
化方法。
【請求項１１】
　前記加圧ステップでは、前記加圧体による加圧範囲の一点から、その周辺部に向かって
順に加圧していく請求項９または１０に記載の樹脂複合材料の硬化方法。
【請求項１２】
　請求項９から１１のいずれかに記載の樹脂複合材料の硬化方法によって製造されたこと
を特徴とする樹脂成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、以下の手段を採用する。
　本発明の第１態様に係る樹脂複合材料の硬化装置は、レーザー光を透過させる材質で形
成され、未硬化の樹脂複合材料の表面に圧接されて該樹脂複合材料を加圧する加圧体と、
前記加圧体を通して未硬化の前記樹脂複合材料に前記レーザー光を照射し、前記樹脂複合
材料を加熱するレーザー光供給部と、を具備してなることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明の第２態様に係る樹脂複合材料の硬化方法は、レーザー光を透過する材質
で形成された加圧体を未硬化の樹脂複合材料の表面に圧接して該表面を加圧する加圧ステ
ップと、前記加圧体を通して未硬化の前記樹脂複合材料に前記レーザー光を照射し、前記
樹脂複合材料を加熱するレーザー光照射ステップと、を具備することを特徴とする。
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